
骨肉腫肺転移再発例の予後因子解析および予後予測モデルの開発に関する多施設共同研究－骨

軟部肉腫治療研究会（JMOG）多施設共同研究－ 

 

研究の対象： 

 1995 年～2016 年の間に病理学的に四肢、体幹部の高悪性度骨肉腫と診断されて治療を受け

て完全寛解したものの、その後の経過中に肺転移で再発した方が本研究の対象となります。 

 

研究目的・方法： 

 この研究の目的は、経過中に肺転移で再発した骨肉腫の患者さんの予後に影響する因子を明

らかにし、そのデータに基づいて予後予測ツールを開発すること、肺転移の完全な切除が可能な

患者さんについて、手術以外に補助化学療法が必要か否かについて検討を行うことです。 

国立がん研究センター中央病院における対象患者さんの、基本情報（性別、診断時年齢、腫瘍

径、腫瘍の部位、AJCC stage、病的骨折の有無）、手術情報（手術日、術式、切除縁）、治療情

報（化学療法、放射線療法の有無と詳細、化学療法の組織学的効果）、予後情報を国立がん研究

センターの事務局に収集します。なお、個人を識別可能な情報は収集しません。 

 研究結果は学会発表や論文発表を通じて、公表することを予定しています。また、研究実施予

定期間は、国立がん研究センターの倫理審査委員会承認後、研究機関の長の許可を受けた後 3年

間としています。 

 

研究の概要： 

 本研究では、日本骨軟部肉腫治療研究会（JMOG）および海外の協力施設との国際共同研究の

枠組みにより、骨肉腫の治療後経過中に肺転移で再発した方の臨床情報を収集します。 

第一に、経過中に肺転移で再発した方の予後に影響する因子を明らかにし、予後予測のための

ツールを開発します。 

第二に、経過中に肺転移で再発した方で、肺転移病変が完全に切除できた方に、手術だけでな

く補助化学療法が必要か否かについて検証します。 

 

研究の意義： 

 わが国の代表的施設に加え、国際的な枠組みを用いてたくさんの患者さんのデータを共有す

ることで、より正確な予後の予測が可能になり、最終的には肺転移で再発した個々の患者さんに

おいて本当に必要な医療を提供することにつながることが期待されます。 

 

研究に用いる試料・情報の種類： 

情報： 

・患者基本情報：性別、診断時年齢、人種、腫瘍径、腫瘍の部位、AJCC stage、病的骨折の有



無 

・手術情報：手術日、術式、切除縁 

・治療情報：化学療法、放射線療法の有無と詳細、化学療法の組織学的効果 

・予後情報 等 

 

試料：研究に用いる試料はありません。 

 

外部への試料・情報の提供： 

 データはセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行いま

す。対応表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。 

 

研究組織： 

本研究は、国立がん研究センター中央病院骨軟部腫瘍科・リハビリテーション科が JMOG お

よび海外の連携施設と共同して行う臨床研究であり、主たる解析は研究事務局（国立がん研究セ

ンター）で実施される。 
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お問い合わせ先： 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 



照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

中 紀文（研究責任者） 

大阪国際がんセンター 整形外科 

〒541-8567 大阪市中央区大手前3-1-69 

TEL: 06-6945-1181 

 

研究代表者： 

国立がん研究センター中央病院 骨軟部腫瘍・リハビリテーション科 川井 章 
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